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本研究では

を行った。 

その結果、住民が主動になり地域づくりを行う

ことや様々な利害関係を一同に会したコミュニケ

ーションの場を設けることが有効であることが明

らかになった。 

今後は長期的なグラウンドワーク活動の見通し

を軸に、プロジェクトのソフト面における充実と

住民や行政、専門家、企業との合意形成を図るこ

とが必要であると考えられる。 
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